
第63回通常総代会・第5回組合員代表者会議の様子②

第63回通常総代会・第5回組合員代表者会議の様子①
宮崎県共済生活協同組合 権藤理事長　挨拶

　
二
〇
二
二
年
七
月
二
九
日（
金
）、
宮
崎
観
光
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
宮
崎
県
共
済
生
活
協
同
組
合
第
六
三

回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p
宮

崎
推
進
本
部
第
五
回
組
合
員
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
総
代
会
は
、
大
村
謙
司
副
理
事
長
が
総
代
出

席
の
資
格
審
査
報
告（
総
代
総
数
一
五
三
名
中
、
本
人

出
席
五
三
名
、書
面
議
決
九
八
名
、委
任
状
出
席
二
名
）

お
よ
び
通
常
総
代
会
の
成
立
宣
言
を
お
こ
な
い
、
議

長
団
に
宮
崎
一
利
総
代（
宮
崎
県
職
員
労
働
組
合
）、

金
丸
優
総
代（
旭
化
成
労
働
組
合
）
を
選
出
し
、
議
事

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
権
藤
泰
造
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
宮
崎
県
労
働

者
福
祉
団
体
中
央
会
＝
吉
岡
英
明
会
長
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
連
合
宮
崎
＝
中
川
育
江
会
長
、
全
国
労

働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
指
定
整
備
工
場
宮

崎
県
協
議
会
＝
橋
口
英
樹
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
高
靖
人
専
務
理
事
よ
り
、
二
〇
二
一

年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に
二
〇
二
二
年
度
活
動
計
画

な
ど
の
提
案
を
お
こ
な
い
、
満
場
一
致
で
全
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開催

2021年度給付実績（2022年5月末）

3,686,270,656円　　　　　3,551,953,710円　　　　△134,316,946円

2020年度給付実績 2021年度給付実績 前年度比較

● 2022年度事業目標 ●

2023年5月末　到達目標口数

50,137,231口

2021年度事業状況ならびに2022年度事業目標

2022年度の役員体制（宮崎県共済生活協同組合の役員は、こくみん共済 coop宮崎推進本部の役員を兼任）

役　職 氏　名 出身団体名
旭化成労働組合

宮崎県職員労働組合

こくみん共済 coop

宮崎交通労働組合

宮崎トヨタグループ労働組合

南日本酪農労働組合

日向製錬所労働組合

九州電力労働組合宮崎支部

旭有機材労働組合

ヤマエ労働組合

宮崎ガス労働組合

JP労組九州地方本部  宮崎連絡協議会

宮崎市役所職員労働組合

連合宮崎

役　職 氏　名 出身団体名
生活協同組合コープみやざき

全センコー労働組合東九州支部

全日通労働組合宮崎県支部

九州労働金庫宮崎県本部

住友ゴム労働組合宮崎支部

都城市役所職員労働組合

ホンダロック労働組合

延岡市役所職員労働組合

王子製紙新労働組合日南支部

ＵＡゼンセン宮崎県支部

清本鐵工延岡労働組合

宮崎県労働者福祉団体中央会

自治労宮崎県本部

中原　和雄
大村　謙司
日高　靖人
西村　仁
今村　彰博
鬼束　賢一
浅利　政広
白﨑　洋一
石井　彰人
西　隆弘
野﨑　一俊
甲斐　寛
青屋　直樹
重黒木 康恵

迫田　和子
黒木　昭夫
武井　大幸
鬼束　善史
福永　秀一
茭口　寿文
落合　直文
太田　久美子
佐原　正訓
川崎　哲伸
大久保　拓
假野　耕司
中原　広幸

理事長

副理事長

専務理事

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監事長

監事

〃

2021年度加入状況（2022年5月末）

2021年5月実績 2022年5月目標 2022年5月実績 2021年度純増合計 2021年度増加率純増目標

50,391,858口　　 50,515,858口　　　124,000口　　　　50,323,985口　　　△67,872口　　　　　△0.13％

※受託事業を含みます。

宮崎県共済生活協同組合 第63回 通常総代会
こくみん共済 coop 宮崎推進本部 第 5 回 組合員代表者会議
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労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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第66回臨時総会を開催！！
宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央

会
は
、
2
0
2
2
年
9
月
2
日（
金
）

に
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
会

議
室
に
お
い
て
、
理
事
退
任
に
伴

う
役
員
補
充
承
認
の
第
6
6
回
臨

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
九
州
労
働
金
庫
宮

崎
県
本
部
・
福
島
本
部
長
お
よ
び
、

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
宮
崎
推

進
本
部
・
権
藤
本
部
長
、
旭
化
成

労
働
組
合
・
村
上
副
委
員
長
よ
り
、

団
体
・
組
織
の
役
員
変
更
に
伴
う

辞
任
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
役
員
補
充
選
任
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

後
任
の
理
事
に
つ
い
て
は
、
九

州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・
鬼
束

善

史

氏
、
こ

く

み

ん

共

済

c
o
o
p
宮
崎
推
進
本
部
・
中
原

和
雄
氏
、
旭
化
成
労
働
組
合
・
福

田
浩
司
氏
が
理
事
に
立
候
補
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
第

4
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役

員
体
制
を
以
下
の
と
お
り
確
認
し
、

総
会
の
中
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2022年度（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会役員体制

会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

専務理事

常務理事

理 事

理 事

監 事

監 事

役 職 名

吉岡 英明

中川 育江

福田 浩司

鬼束 善史

中原 和雄

假野 耕司

片平 　彰

野地 一行

小川 順平

日髙 靖人

児玉 賢一

自治労宮崎県本部

連合宮崎

旭化成労働組合

九州労働金庫宮崎県本部

こくみん共済 coop 〈全労済〉 宮崎推進本部

（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会

九州労働金庫宮崎県本部

（公財）宮崎霊園事業団

みやざき福祉学園・みやざき福祉園

こくみん共済 coop 〈全労済〉 宮崎推進本部

九州労働金庫宮崎県本部

氏　  名 出身団体

定款上の理事定数6名以上10名以内、監事2名以内 2022年9月2日現在
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自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
関
連
労
働

組
合
の
取
引
を
全
店
で
行
え
る

よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
下
に
事
業
所
が
あ
る
広
域
会

員
の
多
く
は
宮
崎
市
内
に
本
部
ま
た
は

本
店
が
あ
る
た
め
、
宮
崎
支
店
の
み
の

取
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

店
舗
は
、
宮
崎
支
店
の
取
り
組
み
応
援

や
書
類
受
付
な
ど
の
事
務
的
な
対
応
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。「
ろ
う
き
ん
」

を
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

す
べ
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
定
期
的

か
つ
継
続
的
な
情
報
提
供
や
、
各
種
相

談
や
融
資
申
込
み
等
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
県
内
の
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
関
連
労
働
組
合
を
対
象
に
、

す
べ
て
の
店
舗
で
預
金
・
融
資
の
取
り

引
き
が
可
能
と
な
る
「
全
店
取
引
」
の

取
扱
い
を
7
月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
「
全
店
取
引
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
役
立

つ
「
生
活
設
計
・
改
善
・
防
衛
」
の
取

り
組
み
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
「
将
来
を
見
据
え
た
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進
」
の
観
点
か
ら
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
従
来
の

紙
媒
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加
え
て
、

2
0
2
1
年
度
よ
り
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
活
用
し
た
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
た
運
用

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
、①
会
員
役
員
の

方
々
の
回
収
の
手
間
が
省
け
る
こ
と
、②

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
、③
回
答
デ
ー
タ
の
集
計

が
容
易
で
あ
り
還
元
が
ス
ム
ー
ズ
と
な

る
こ
と
、
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
（
7
月
末
現
在
：

6
1
2
名
）、
非
対
面
営
業
の
一
つ
と
し

て
今
後
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
非
対
面
・
非
接
触
チ
ャ
ネ
ル
の
充
実
」

を
め
ざ
し
、
2
0
2
1
年
9
月
か
ら
取

り
扱
い
を
開
始
し
た
「
Ｗ
ｅ
ｂ
完
結
型

融
資
」
は
、「
会
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

の
向
上
」「
ウ
ィ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
の
抑

制
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
新
し

い
生
活
様
式
に
対
応
す
る
た
め
に
Ｗ
ｅ

ｂ
を
経
由
し
て
す
べ
て
の
手
続
き
が
完

了
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
後
、
さ
ら

に
多
く
の
会
員
へ
利
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
案
内
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
4
月
、
九
州
7
県
本
部

に
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
業
務
内
容
は
、①
退
職
者
を
中

心
と
し
た
国
債
・
投
資
信
託
・
保
険
窓

販
等
の
資
産
運
用
に
関
す
る
提
案
・
相

談
業
務
の
補
助
、②
会
員
や
友
の
会
等
が

開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
学
習
会
の
補
助
、

③
相
続
関
連
業
務
の
推
進
、④
非
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
に
つ
い
て
、

営
業
部
店
の
推
進
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
定

期
預
金
の
満
期
案
内
に
あ
わ
せ
て
「
個

人
向
け
国
債
」
や
「
投
資
信
託
」
の
ご

案
内
を
し
て
お
り
、
友
の
会
に
お
い
て

学
習
会
等
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
本

格
的
な
活
動
は
こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す

が
、
営
業
店
の
後
方
支
援
業
務
を
通
じ

て
、
資
産
運
用
面
を
中
心
に
退
職
者
等

と
の
生
涯
取
引
の
実
現
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
、
お
役
に
立
つ
情
報
等
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
の

　
　
　
　
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
!!

九
州
労
働
金
庫
で
は
、「
九
州
ろ
う
き
ん
が
め
ざ
す
姿
」
の
実
現
に
向
け
て
、

会
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
、「
ろ
う
き
ん
」
が
身
近
で
信
頼
で
き
る
協
同
組
織

の
福
祉
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
良
質
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
重
点
施
策
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

宮
崎
県
本
部
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、❶「
会
員
と
の
連
携
強
化
」、❷「
将

来
を
見
据
え
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」、❸「
人
生
1
0
0
年
時
代
に
対
応
し
た
生
涯
取
引

の
実
現
」
の
た
め
、
以
下
の
と
お
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

1

2

3
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スマホ・
携帯OK

??
あなたの時給と

の最低賃金

どっちが高いどっちが高い

最低賃金は、国が法に基づいて定める「賃金の最低額」です

最低賃金は、都道府県ごとに毎年、見直されています

会社は、最低賃金額以上の賃金を支払う義務があります

最低賃金額を下回る賃金は法律違反となり、下回った場
合、差額を請求できます

最低賃金は、パートタイマーや学生バイト、臨時、嘱託など雇用
形態や呼称に関係なく、原則すべての労働者とその使用者
に適用されます

あなたの賃金は…？ 入
記

て
し

！
て
み

　
　
　

「おかしいな？」「低いかも？」と思ったら
なんでも労働相談ホットラインへ

労働相談
チャットボット
「ゆにボ」

時給

円853
2022年10月6日から宮崎県の
地域別最低賃金は

! 午後10時～午前5時に
勤務する場合深夜割増25%を加算

※深夜（午後10時～午前5時）に勤務する場合、少なくとも25％の割増賃金
が加算されます。「深夜割増」以外にも「時間外割増」や「休日割増」が加算
されるケースがあります。詳しくは、連合へご相談ださい。

0120-154-052
い こ う よ   れ ん ご う に

連合宮崎 検索

宮崎県

日本労働組合総連合会宮崎県連合会（連合宮崎）
http://miyazaki.jtuc-rengo.jp/
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Ａ
子
さ
ん
は
机
の
上
に
置
か
れ
た
一

枚
の
紙
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。
そ
の
書
類
に
は「
定
期
保
険

特
約
付
終
身
保
険
の
更
新
案
内
」
の
文
字

が
あ
り
ま
す
。　
　
　

今
の
会
社
に
就
職
し
て
、
し
ば
ら
く

た
っ
た
28
歳
の
時
に
、
生
命
保
険
外
交

員
の
友
人
の
勧
め
で
加
入
し
ま
し
た
。

独
身
女
性
で
あ
り
な
が
ら
２
千
万
円
と

高
額
の
死
亡
保
険
金
が
出
る
タ
イ
プ
で
、

そ
の
受
取
人
は
母
親
に
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
保
険
の
詳
し
い
仕
組
み
な
ど
全

然
詳
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
正
直
言
っ

て
ど
こ
の
保
険
会
社
の
保
険
に
加
入
し

て
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
だ
っ
た
ら
友
達
が
勤
め
る
会
社
で
加

入
し
た
方
が
、
分
か
ら
な
い
事
な
ど
教

え
て
も
ら
え
て
色
々
便
利
だ
と
思
っ
た

の
で
す
。

こ
の
保
険
、
間
も
な
く
10
年
の
保
険

期
間
が
満
了
す
る
た
め
更
新
の
案
内
が

届
い
た
の
で
す
。
書
類
を
読
む
と
保
障

内
容
は
今
ま
で
と
同
じ
な
の
で
す
が
、

月
々
の
保
険
料
が
大
幅
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
更
新
型
の
死
亡
保
険
や
医
療

保
険
は
、
期
限
が
来
る
と
、
そ
の
時
の

年
齢
で
保
険
料
を
再
度
、
そ
の
時
の
リ

ス
ク
で
計
算
し
直
す
た
め
、
更
新
の
際

に
は
保
険
料
が
大
き
く
ア
ッ
プ
す
る
の

で
す
。
28
歳
で
加
入
し
た
計
算
式
は
10

年
経
つ
と
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、

改
め
て
38
歳
時
点
で
の
リ
ス
ク
に
基
づ

く
計
算
式
で
保
険
料
が
算
出
さ
れ
ま
す
。

な
の
で
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
保
険

料
が
高
額
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
中
に

は
保
険
料
の
上
げ
幅
を
抑
え
る
た
め
に
、

給
付
の
内
容
を
減
額
せ
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。
高
齢
期
の

収
入
が
年
金
だ
け
だ
と
更
新
時
ご
と
に

保
険
料
が
上
が
る
の
は
大
き
な
負
担
に

な
り
ま
す
。
解
約
し
て
他
の
保
険
に
加

入
し
よ
う
と
し
て
も
、
入
院
歴
が
あ
っ

た
り
治
療
中
だ
と
、
告
知
事
項
に
該
当

し
て
保
険
に
加
入
で
き
な
い
こ
と
が
多

く
、
仕
方
な
く
そ
の
ま
ま
更
新
し
て
い

く
人
も
多
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
更

新
型
の
保
険
は
、
保
険
料
の
高
騰
に
悩

ま
さ
れ
ま
す
が
、た
だ
、更
新
時
は
告
知
・

審
査
と
も
に
不
要
な
の
で
、
新
し
い
保

険
で
は
入
れ
な
い
よ
う
な
健
康
状
態
で

も
、
更
新
が
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん
は
今
も
独
身
で
取
り
巻
く

環
境
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回

の
更
新
を
機
に
保
険
の
見
直
し
を
考
え

て
い
ま
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。
●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　　 （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所　 （0985）26-3906

◎キャンペーン金利は、（一社）日本労働者信用基金協会保証によるお申込み、かつ 2023 年 4 月 30 日までに受付し、2023 年 5 月 31 日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。その他の保証会社でのお申込みはキャンペーン金利が適用さ
れませんのでご注意ください。キャンペーン金利以外の借入条件（金利等）は、九州ろうきんホームページまたは店頭でご確認ください。◎キャンペーン期間中に表示金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場
合がございます。◎変動金利型は、年 2 回適用金利を見直します。ただし、「カード型」については、カードローンご利用期間中は年 4 回、元利金ご返済期間中は年 2 回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される
場合には、手数料（税込 5,500 円）がかかります。変更内容によっては、ご希望に添えない場合もございます。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換が含まれる場合は条件がございます。なお、Web 完結型教育ローンは、借換
資金にご利用いただけません。◎Web 完結型教育ローンは、所属される労働組合・共済会・互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろ
うきんホームページの「ローンシミュレーション」もご利用いただけます。◎記載内容は、2022 年 10 月 1 日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カードローンのご契約等、取引条件がございます。　
◎くわしくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受付時間/平日 9：00～17：00
0120-796-210

お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル
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　ライフサポートセンター延
岡では、2022年8月17日（水）
に、県北労働福祉会館大会議
室において2022年度第1回
のセミナーを開催しました。
冒頭、宮田センター長のあい
さつの中で、ライフサポート
センター延岡の取り組みと講
師の山田先生について紹介していただきました。
　また、講師については、当センターの設立当初より専
門相談員としてご協力いただいている弁護士法人宮崎延
岡事務所の山田文美弁護士をお招きし、「知って得する
法律セミナー『相続ってなんだろう？』」と題して講演を
いただきました。

　コロナ感染が猛威を振るう
なかでしたが、21名の方に
参加いただきました。
　講演では、初級編というこ
とで、「よく聞く言葉だが実
際どういう意味なのか」、「相
続の基本事項について」、ま
た、「平成30年・令和3年に
相続法の大きな改正（相続し

た不動産の登記義務等）」と併せて話していただきまし
た。
　大まかに相続とは、「相続は人が亡くなったことを原
因とするため、生前の相続はできない（生前贈与）」「亡く

なる前に相続放棄はできない」、さらに、「誰が相続人と
なるのか」、「配偶者が法律婚と事実婚の場合の亡くなっ
たときの法定相続分はどうなるのか」、「相続放棄の手続
き方法」、「誰も相続人がいない場合はどうなるのか」、「引
き継がれる財産はどういうものがあるのか」、「遺産分割
方法」、「何のために遺言をするのか」等、事例を示しな

がらのわかりやすく丁寧なご
説明いただきました。
　その後の質問時間では、「相
続した不動産の登記費用のな
い人に対する補助制度はない
のか」、「遺言の分割禁止と
は」、「遺言の言葉の重要性」
「協議分割により遺留分請求
をせず相続する方法」「相続人

がいない場合、特別縁故者への分与をして残る場合国庫
に引き継がれる…残ることがあるのか」「血縁の距離、法
律婚重視の相続」「再婚者の相続」「分割協議の後の遺産の
取扱い」などの多くの質問が出され、山田弁護士から一
つひとつ丁寧に答えていた
だきました。2時間弱のセ
ミナーでしたが皆さん真剣
に耳を傾けられていました。
　最後に、濱田事務局長よ
り、ライフサポートセンター
のさらなる利用をお願いし
てセミナーを終了しました。

ライフサポートセンター延岡主催のセミナーを開催しました。

ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

宮田センター長

講師：山田文美弁護士

セミナーの様子

濱田事務局長

2022年度介護職員初任者研修開講式を開催しました!!

　宮崎中央会では、公益事業として、例年介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）を実施してい
ます。2022年度についても、新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底し、2022年9月8日から
2022年12月8日まで計13回（毎週木曜日）の研修を実施することとし、9月8日（木）に開講式を行
いました。
　開講式は、宮崎中央会を代表して吉岡会長のあいさつを受け、その後、研修内容の説明・諸注意事
項等のオリエンテーションを行い、講師を代表して松井講師より研修にあたっての挨拶を受けました。
なお、研修生は、応募者数11名全員が開講式に出席しました。
　今後の研修では、通学形式（90.5時間）と通信形式（39.5時間）で計130時間を実施予定としており、
最終日には修了評価（最終試験）を実施し、介護職員初任者の資格取得を目指すこととなります。
　宮崎中央会では、研修生全員が資格を取得し、介護の現場において研修で学んだことを生かして自
覚をもって働き活躍してくれることを期待しています。

開講式であいさつする吉岡会長 講師を代表してあいさつする松井講師
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宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

九州労働金庫宮崎県本部
本部長

鬼束 善史さん

　
6
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
九
州
労
働

金
庫
第
22
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
宮
崎

県
本
部
長
に
ご
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
、
1
9
8
7 

年
に
宮
崎
市
役
所
に

入
庁
し
ま
し
た
。
当
時
の
、
労
金
宮
崎
市

役
所
出
張
所
は
市
役
所
地
下
に
出
店
の
よ

う
な
仮
店
舗（
現
場
を
見
て
い
な
い
人
に
は

想
像
し
が
た
い
か
と
思
い
ま
す
が
…
）で
営

業
し
て
お
り
、
口
の
悪
い
組
合
員
は「
地
下

労（
牢
？
）」な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
通
っ
た
こ
と
が「
ろ
う
き
ん
」と
の

付
き
合
い
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
を
こ
こ
に
は
書
き
難
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
、
今
考
え
れ
ば
実
に

牧
歌
的
な
店
舗
で
、
そ
れ
だ
け
に
、
組
合

員
と「
ろ
う
き
ん
」と
の
距
離
が
と
て
も
近

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
当
時
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
労
金
職
員
の
方
々
に
は
、
運
動
の

先
輩
と
い
う
存
在
の
方
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
て
、
鬼
よ
り
怖
い（
失
礼
）地
域
運
動
の

先
輩
が
出
張
所
勤
務
と
な
り
、
頭
が
上
が

ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。

　
と
は
言
え
、
九
州
労
金
へ
の
統
合
、
金

庫
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
更
新
、
日
本
労
金

構
想
な
ど
、
大
き
な
転
換
点
で
の
方
針
に

は
常
に「
反
対
」「
異
議
あ
り
」の
立
場
で
、

特
に
店
舗
統
廃
合
の
際
に
は
、
単
組
の
エ

リ
ア
内
の
2
店
舗
が
廃
止
と
な
る
と
い
う

こ
と
に
、
当
然
、
猛
反
発
、
廃
止
決
定
時

の「
統
廃
合
後
の
店
舗
網
は
守
り
ま
す
」と

い
う
説
明
を「
覚
え
て
い
ろ
。
絶
対
に
守
ら

せ
て
や
る
か
ら
な
！
」と
思
い
な
が
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
豈
図
ら
ん
や
、
今
回
そ

れ
を「
守
る
側
」と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
守
る
側
」と
な
っ
て
み
ま
す
と
、

わ
が
身
の
非
才
・
非
力
に
天
を
仰
ぐ
思
い

で
は
あ
り
ま
す
が
、
身
に
余
る
重
責
を
お

任
せ
い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
応
え
し
、
労

働
金
庫
が
、
諸
先
輩
方
か
ら
教
え
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
労
働
者
・
働
く
人
の
金
融
機

関
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
み
な
様
の
ご
指
導
・
ご
協

力
と
ろ
う
き
ん
の
積
極
利
用
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在「
カ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」実
施
中
、
10
月
か
ら
は「
教
育

ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」も
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
諸
々
ご
相
談
は
最
寄
り
の
店
舗

ま
で
！

　仕事と生活の調和に向けた職場環境づくりを積極的に行っている企業や事業所のうち、特に
優れた取組成果が認められる企業等を知事が認証する制度です。
　 令和４年８月１日現在、累計４７の企業・事業所が認証されています。
　申請は随時受け付けています。働きやすい職場「ひなたの極」認証を目指してみませんか？

働きやすい職場

認証制度のご案内
「ひなたの極」

【お問合せ先】
宮崎県雇用労働政策課労政福祉担当　TEL:0985-26-7106

きわみ

宮崎県　ひなたの極

認証までの流れ

申請書の提出
必要書類を添付して
雇用労働政策課まで

審  査
申請された内容に
ついて確認します

認  証
概ね3ヶ月程度で
認証します
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